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本日、世界保健機関（WHO）が豚インフルエンザの警戒レベルをフェーズ 4に引き上げたことを受け、

厚生労働省は 28日、新型インフルエンザが発生したと宣言しました。今後は検疫の強化など、感染拡大
防止に向けた動きが加速されます。 
  
新型インフルエンザの元となった、豚インフルエンザは日本でも毎冬流行する季節性インフルエンザの

Ａソ連型と同じ H1N1型で、対策が取りやすいのではないかと言われております。 
 これまでも、老人ホーム、保育園などの施設において、オーニットのオゾン発生装置を使用している部

屋等、特定の場所においてはインフルエンザの集団感染が起きないなどの事例が報告され、インフルエン

ザに対してオゾンが有効に効果していると考えられてきました。 
オゾンはウイルスの不活性化が可能で、新型インフルエンザに対しても効果が期待されます。 

 
１．ウイルスの基本構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．オゾンによるウイルスの不活性化 
 
オゾンの不活性化はタンパク質とオゾンと反応、内部に入り込んだオゾンと核酸との反応によるもので、

薬剤耐性のウイルスでも容易に不活性化することができるとさています。 
 インフルエンザウイルスＡ型（H1N1型）を実際に使用した実験では、オーニットのオゾン発生装置で
生成したオゾンで、H1N1型のインフルエンザウイルスが不活性化されることが証明されています。 
 
【試験の内容】 
インフルエンザウイルスＡ型（H1N1型）を含むウイルス液 0.1mlに対して、オゾン約 0.04mgを含む試
料水を 1分反応させた所、ウイルスはほぼ完全に感染力を失いました。 
 このことから、オーニットの小型オゾン発生装置によって生成される微量のオゾンによってもインフル

エンザウイルスを不活性化することが可能であることが解ります。 
以上 

ＮＡ（ノイラミニダーゼ） 

ＨＡ（ヘムアグルニチン） 

ＲＮＡ（リボ核酸） 

インフルエンザの表面にはヘムアグルニチン（ＨＡ）と

ノイラミダーゼ（ＮＡ）という二種類の糖タンパクがス

パイク状に並んでいます。その中心に遺伝子である、Ｒ

ＮＡ（リボ核酸）が存在しています。 


